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■水の文化37号予告

特集「祭」（仮）

祭には祈願、酒食、芸能といった要素が含まれています。その社会

的機能は、人生や集団、社会の循環を元気にするのではないか。「行

事としての祭り」と、その背景にある人々の「暮らしの想像力」の

世界を紹介します。

『水の文化』に関する情報をお寄せください
本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水と
のかかわり」に焦点を当てた活動や調査・研究など
を紹介していきます。
ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にか
かわる地域に根差した調査や研究などの情報があり
ましたら、自薦・他薦を問いませんので、事務局ま
で情報をお寄せください。

ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください

http://www.mizu.gr.jp/

水の文化 バックナンバーをホームページで
本誌はホームページにてバックナンバーを提供して
います。すべてダウンロードできますので、いろい
ろな活動にご活用ください。

編
集
後
記

◆
「
取
材
」
に
初
参
加
！
「
熱
い
」
が
印
象
深
く
な
っ
た
数
カ
月
。

愛
知
用
水
設
立
時
、
あ
る
い
は
今
・
未
来
へ
の
熱
い
想
い
を
直
に
感

じ
、
私
の
胸
が
熱
く
な
る
事
も
度
々
…
し
か
し
、
取
材
の
日
は
毎
日

酷
暑
で
熱
か
っ
た
！
　
素
敵
な
方
々
に
出
会
え
て
感
謝
で
す
。（
宮
）

◆
民
に
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
国
が
参
加
し
、
そ
れ
を
熱
い

想
い
と
行
動
で
昇
華
さ
せ
た
人
々
が
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
想
い
を
受

け
継
い
で
、
違
う
立
場
で
ま
た
ま
た
熱
い
人
達
が
い
る
。
愛
知
用
水

に
は
素
晴
ら
し
い
カ
タ
チ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
次
の
50
年
は
ど
の

よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。（
新
）

◆
私
は
本
号
の
取
材
ま
で
愛
知
用
水
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
か
っ

た
し
、
私
同
様
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
愛
知
用
水
が

で
き
て
ま
だ
50
年
、
世
界
に
誇
る
べ
き
事
業
の
記
憶
が
薄
れ
て
い
る

の
は
大
変
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
偉
大
な
る
経
験
・

知
見
を
広
く
継
承
で
き
て
い
な
い
所
に
、
現
代
日
本
の
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。（
松
）

◆

愛
知
用
水
は
中
学
生
の
社
会
の
教
科
書
で
見
た
記
憶
が
あ
る
。

水
の
文
化
に
関
わ
ら
な
け
れ
ば
、
全
く
気
に
し
な
か
っ
た
他
人
事
の

歴
史
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
し
か
し
今
回
、
熱
い
人
間
ド
ラ
マ
に
接
し
、

改
め
て
人
の
水
に
か
け
る
情
熱
と
、
水
の
恵
み
を
感
じ
た
。（
ゆ
）

◆
愛
知
用
水
は
「
数
度
の
水
利
転
用
」
と
「
幹
線
・
支
線
の
２
層

管
理
方
式
」、
独
自
の
歴
史
的
経
緯
に
よ
り
、
用
水
を
統
治
す
る
独

自
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
維
持
し
て
き
た
。
こ
の
連
携
力

は
、
今
後
、
愛
知
用
水
を
公
共
事
業
再
構
築
の
先
進
例
に
す
る
か
も

し
れ
な
い
。
本
号
は
そ
の
教
訓
の
宝
庫
だ
。（
中
）

◆
「
新
し
い
公
共
」
と
い
う
言
葉
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
過
度
に

行
政
に
依
存
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
を
改
め
、
市
民
や
民
間
の
力
で
公

共
を
担
う
と
い
う
こ
の
考
え
方
を
、
既
に
50
年
前
に
達
成
し
て
い
た

愛
知
用
水
に
、
現
代
の
私
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
は
多
い
は
ず
。（
緒
）

◆
知
多
半
島
は
地
形
図
で
見
る
と
川
の
流
れ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
丘

陵
地
。
そ
の
地
図
に
幹
線
、
支
線
を
描
い
て
い
く
と
、
半
島
の
隅
々

ま
で
水
路
が
巡
ら
さ
れ
、
水
の
潤
沢
な
土
地
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
ゆ

く
。
そ
の
変
貌
ぶ
り
に
、
当
時
の
人
達
の
願
い
や
情
熱
が
ひ
し
ひ
し

と
伝
わ
っ
て
き
た
。（
力
）

◆
〈
不
老
会
〉
を
知
っ
て
、
鳥
肌
が
立
っ
た
。
時
空
を
超
え
る
社
会

貢
献
と
も
い
え
る
〈
不
老
会
〉
に
た
ど
り
着
い
て
、
愛
知
用
水
運
動

は
完
全
に
利
己
を
超
越
し
た
。
公
共
の
事
業
と
は
本
来
、
こ
の
よ
う

に
人
々
が
手
を
携
え
、
希
望
を
紡
う
事
業
な
の
で
は
な
い
か
。（
賀
）
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